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日本資本主義形成期の華族の財産所有状況

後　藤　　　靖

は　じ　め　に

　本稿は，近代目本の政治的 ・杜会的な支配階級としての有力た一翼を形成し

てきた華族層，とくに公卿および大名のいわゆる旧華族層の財産所有の状態を

具体的に明らかにし，彼らが目本資本主義の移成 ・発展過程において占めた位

置と役割を解明しようとするものである 。

　華族制度は，１８６９年（明治２）６月の版籍奉還にともなって公卿および大名を

華族に列したのを出発点とし，帝国議会の開設にそなえてその貴族院の構成要

素とするために１８８４年（明治１７）７月７目に華族令を制定し，新たに維新の功臣

や政府局官らのいわゆる勲功者を華族とすることによって拡充強化された。こ

の華族制度の政治的 ・杜会的な位置と役割についての研究は，今日までかなり

な蓄積がある。しかし，華族個六人の財産所有の状態や華族層が全体として目

本資本主義の形成 ・発展の過程で占めた位置と役割についての検討は，ほとん

ど皆無に近いといってもげっして過言ではない。もっとも，華族銀行といわれ

た第十五国立銀行や目本鉄道株式会杜と華族との関係，あるいは地方の国立銀

行の創設と華族の関係についてはいくつかの研究が存在する。しかし，それら

は個別企業と華族との関係を明らかにしたものであり ，華族層全体の経済的存

在状態や役割にまで立ち入った分析ではない 。

　華族制度は，もともと華族を「皇室ノ藩屏」とするという政治的意図のもと

に創出されたものであるから，それの目本近代史におげる意味づげを行おうと

すれぱ，その政治的，杜会的な位置と役割の分析が第一義的な意義を占めるこ

とはいうまでもない。しかしながら，華族個々人が華族としての与えられた政
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治的 ・杜会的な役割を十分に果すためには，単に制度的た特権を保有するだげ

で足りるものではない。制度上の権威は，経済的諸条件がそなわったときにそ

の基礎をもつ。私が旧華族層の財産所有の状態を分析しようとするのは，そう

いう意味からである 。

　ところで，華族の財産所有状況の分析は，たんに華族の財産を吟味するにと

どまるのではない。それは，近代目本におげる支配階級の存在形態の諾相を具

体的に解明するうえでも不可欠の作業の一つともたる 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１）
　私は１９７１年に１８８９年～１９３５年の近代目本の階級構成を公表したが，階級構成

表という統計的 ・数量的た推計では諸階級の具体的で複雑な存在彬態を明らか

にすることは到底不可能である。このことは，原朗氏が私の階級構成表にたい

して，「独立かつ別個の時系列データを積算する方式により ，一貫した統一的

基準による分析を可能とする階級構成表をはじめて提示し，戦前期階級構成の

動態的変化について全面的た分析を行い」，ｒ戦前期階級構成の姿がはじめて統

一的に把握され，・　従って以後の多くの研究は氏（後藤）の推計に全面的に

依拠しつつ多様な論旨を展開している」というように，私自身にとっ ては面映

ゆい讃辞を呈されたのち，それにも勝る手きびしい，核心をついた批判を投げ

かげられていることからも明らかである。原氏の批判の一つの論点は，「独立

した連続データを基礎とする結果，別々の階層に関する連続性はそれなりに保

証されるが，それら階層相互間の重複の有無や，とりあげられた独立系列の合

計以外に脱漏した部分の有無について検証することが困難になってしまう」の
　　　　　　　　　　　　　２）
ではないかということである。この批判は全く適切なものであり ，私としては

全面的に甘受せざるをえない。だが，このような欠陥は，階級構成表の作成に

さいしては必ずつきまとう宿命的たものである。かりに原氏がｒ国勢調査』に

もとづいて新しく推計された１９３０年代の階級構成表をとっ てみても，ｒ階層相

互問の重複」や「独立系列の合計以外の脱漏部分」は完全に存在しているはず

である。このことについては，別稿で「資本家階級の存在形態」を分析するさ

いに具体的に提示することにしたい。この点はさておくとして，原氏の私への

批判点を私たりに整理すると，私の階級構成表での支配階級のなかの（イ）地主階
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級と資本家階級との相互問の重複の間題，（口）資本家階級相互問の重複の間題 ，

の華族階級と経済的支配階級（地主 ・資本家）の重複または脱漏の間題というよ

うに受げとめてよかろう 。こう受げとめたうえで，（イ）・ （口）の点については別稿

で検討することにして，ここではいの問題にかかわる点を具体的に解明してみ

ようと考える 。

　なお，ここで取り上げる時期は，主として目本資本主義の確立期にある１９００

年代である 。

　　１）後藤靖ｒ近代天皇制論」（『講座目本史』９ ，東大出版会）。

　　２）原朗「階級構成の新推計」（安藤良雄編『両大戦問期の目本資本主義』東大出版

　　　会，１９７９年）。たお，竹内常喜「諸階層とその動向」（杜会経済史学会編『１９３０年代

　　　 の日本資本主義』東大出版会，ユ９８２年），小林英夫ｒ階級構成と労農運動」（１９２０

　　　年代研究会編『１９２０年代の目本資本主義』束大出版会，１９８３年）でも拙稿への批

　　　判と新推計がたされているが，これらについても別稿で関説することにしたい 。

１　華族世襲財産法制定の意味

　（１）華族財産形成の起点

　華族の財産形成の歴史的起点は，旧華族についていえぱ１８６９年の華族制の創

出と７６年（明治９）の８月のｒ金禄公債証書発行条例」＝秩禄処分である 。６９年

の華族制の制定によっ て華族に列せられた者は，公家１３６家，諸侯２４８家，堂

上格２８家，藩主格１５家の計４２７家である。これらの公卿 ・諸侯は，例えぱ諸侯
　　　　　　　　　　　　　　　　　１）
がｒ現石十分之一ヲ以テ家禄可相定事」というように大幅な削減をうげ，また

公卿の家禄ももとの家領高から大幅に削減されたとはいえ，家禄が保障された 。

このことは領主権の天皇制国家による収奪であり ，華族階級それ自身が天皇制

国家に臣従させられたことを意味する。とくに７１年の廃藩置県後に，彼らの家

禄に対して家禄税が課せられたことによっ て， この臣従関係は確固たるものと

なったとみてよい。Ｌかしたがら，そのことは逆にいえば，家禄が彼らの財産

と見傲されたことを意味するものであり ，その意味で６９年の華族制の制定がそ

　　　　　　　　　　　　　　　　　（７０５）
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表１　家禄支給高の変化

家禄の種類 維新前
１廃藩置県時 １金禄改定時

華　族　家　禄
４， ５０４，４１９円 ４， ５０４，４１９円

皇族 ・華族賞輿禄
一

９１３，４６１ ／舳…円

士卒族家禄
２９，６０９，２７５ １６，７０４，２０９

同上賞輿禄 一
２７５，７２３
／・蜘…

杜　　寺　　禄 ５０７，８８８ ２６０，ユ３４ １４６，ユ６２

計
・・・・・…１ ・蜥…１ １７，６７６，０７２

ｒ明治前期財政経済吏料集成』第４巻，ｐ．４３～４４より作成。

の後の華族の私有財産の捗成の歴史的起点となったということができる 。

　この過程での華族個々人の家禄高については，後掲の一覧表で示すところで

あるが，華士族の家禄支給高を金額で示すと第１表のようになっている。賞典

禄というのは，維新のさいの勲功に応じた賞典のことであり ，それは家禄に合

算された。したがって，華士族の家禄というときには，賞典禄を受げた人々の

場合にはそれを含んだものということになる。いずれにしても，廃藩置県時に

おげる家禄支給高のたかでわずか４２７家の華族層がいかに多額を占めているか

がこの表から知られるであろう 。ちなみにこの時点での士族は３９万５，０６４人で

あっ た。 ここで金禄改定時というの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表２　秩禄公債支給状況
は７５年９月に地租改正の進行ととも

に従来の石局を３ケ年平均の米価に

換算し，金禄額に改訂したものであ

る。 そのさい注目すべきことは，華

族の家禄は廃藩時にくらべて９５．８劣

強の支給であるのにたいして，士族

の場合には７２．６％強というように大

表３

金禄高 公債種類 公　　債取人員
公　　債
給総額

円
　～１，ＯＯ０

５０～　１００

５～　　１０

５分利付６分利付７分利付

　　人　５１９１５．３７７２６２，３１７ 　千円３１．４１３２５．０３９１０８，８３８

１割 ３５，３０４ ９， ３４７

合　　計
３１３，５１７ ユ７４，６３７

上掲書より作成 。

公債受給額別人員

沢一…万円一・・万円一・・万円

公　　卿

大　　名 ３ ８ ８

～１０万円

４６

１一・万円

４

５５

１一・万円

１１０

１５２

～５千円

２２

６

５千円

未満

１

計

１３６

２７９

彦根正二編ｒ奉族名鑑』（博公書院，明治２０年刊）より作成。なお，大名中には堂上格をふくんでいる 。
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幅な削禄カミ行われていることである。この改定金禄高を基準にして秩禄処分が

断行された。それによっ て秩禄公債を受給した人員を整理すると，第２表のよ

うにたっている 。１，ＯＯＯ円以上の公債受給のほとんとは，いうまでもなく華士

族層である。それは第３表をみれぱ明らかである。すたわち，１，ＯＯＯ円以上受

給者５１９名のうち４１５名が華族である。藩主格の１２家は資料の関係からその受

給額を知ることができたいが，おそらく１，ＯＯＯ円以上層であったと思われる 。

もっとも，公卿と大名とを比較すれは，大名層が高額の公債受給層に集中して

おり ，１万円未満層がいちじるしく少たいことがわかる。公卿層は５万円未満

～１万円層に集中している。これらのことが，華族のその後の財産所有状況を

観定したのである 。

　金禄公廣証書発行条例と同時に，政府は１８７２年の国立銀行条例を改正し，資

本金の１０分の８に相当する価格の公債をもっ てその払い込みに当てることがで

き， これを抵当として政府に預託して同額の銀行券の発行を許可することにし

た。 この国立銀行条例の改正によっ て， ７９年（明治１２）の京都第１５３銀行の設立

許可で打ち切られるまでに，実に１４８行の国立銀行が設立された。そのうちの

最大の規模をもつものは，７７年５月に資本金１，７８２万６千円で発足した第十五

国立銀行である。この第十五国立銀行の出資者は華族だけであるが，その出資

金額別の構成をみてみると，第４表のようにな っている 。

表４　第十五国立銀行出資金額別人員

パー・・万円一・・万円１一・・万円１一・万円一・万円一・千円一・千円千円以下

旧　公　卿

旧　大　名 ３

計　　　　　　３

７

７

１

２６

　　　ユ７
４３　　　ユ５７

８８

８３

・・１・・１・・１・１

２５

２３

４８ ユユ

ｒ華族会館史』ｐ．５５９～６１２より作成
。

　出資金額１万円以上の出資者のほとんとは旧大名であり ，旧公卿はわずか１８

名にしか過ぎない。このことは金禄公債の受給額に対応したものであり ，第３

表と照合してみればこの点ははっきりよみとることができる。だが，大事なこ

とは，国立銀行条例の改正によっ て金禄公債が銀行資本に転化したということ

　　　　　　　　　　　　　　　　　（７０７）
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である。というよりも，華族をして銀行資本家に転化させるために，天皇制国

家が強引に国立銀行条例の改正にあえてふみ切ったということを見落してはた

らない。このことによっ て， 第十五国立銀行はかりでなく ，全国立銀行資本の

大半が華族によっ て占拠されるにいたった。第５表がそのことを明瞭に示して

いる。すなわち，１８８０年末から９３年末にかげての国立銀行の族籍別株主の株金

所有構成は，華族が４３．２％～３９．９％という圧倒的比重を占めており ，士族層の

場合にもそのはとんどが上層士族にかぎられていた。この華族という場合にも ，

その圧倒的な部分はいうまでもなく旧大大名層であったことはいうまでもない 。

というのは，第６表からもわかるように，第十五国立銀行の５万円以上の出資

者８０名のうち旧公卿はわずかに１名であり ，他はすべて旧大大名であ った。し

かも，この旧大大名の第十五国立銀行の出資額総計は３７５万５，３００円にも上 っ

ている。旧公卿岩倉具視の出資額２９万２，９００円を合算すれぽ，５万円以上の出

資者８０名の合計額は４０４万８，２００円となっている。それは第十五国立銀行資本

金の２２．７劣強を占め，国立銀行全体の資本金１，８６２万６千円の２１．７ガ強に上 っ

ている。国立銀行の資本金総額のなかで第十五国立銀行の資本金が９７５劣を占

めていたのであるから，その８０名が実質的には全国立銀行の支配層を捗成して

いたといっても過言ではあるまい。この８０名というのは，第６表のような出資

状況を示している。その出資額は，一部の人々を除げば公債のはぽ５８〃こあた

表５ 　国立銀行株主族籍別株金およぴ構成比単位千円，（）は％

年　　次 華　族
平　　　　　民

士　族
農 工 商 雑

明治１３．末 １８，６２６ １３，３４０ １， ７２６ ５２ ８， ７８５ ５０７

（４３．２） （３１ ．Ｏ） （４．Ｏ） （Ｏ．１） （２０．４） （１ ．１）

１６．末 １８，６８０ １１ ，１４７ ２， ０８２ ６１

（４２．１） （２５ ．ユ）

９， ５７２

（４．７）

２， ８４１

（Ｏ．１） （２１ ．６） （６ ．４）

２０．末 １８，７４４ ９， ７５６ １， ５４９ ６５

（４２ ．３） （２２．Ｏ）

９， ７６６

（３．５）

４， ４１４

（Ｏ．２） （２２．Ｏ） （１０．Ｏ）

２５．末 １９，２５７ ９， ８３３ ２， ０２４ ５４

（３９ ．９） （２０．４）

１０，７９４

（４ ．２）

６， ２８１

（Ｏ．１） （２２．４） （１３．Ｏ）

２９．末 １８，５４８ ８， ５２８ ２， ０９９ ６１

（４１．５） （１９．１）

９， ４５９

（４．７） （Ｏ．１）

６， ０３８

（２１．ユ） （１３．５）

『目本帝国統計年鑑』第１～１７回より作成。

（７０８）
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っていることがわかる 。

　第十五国立銀行は設立当初は配当金は５分であ ったが，１８８０年にたると１割

２分に急上昇し，以後もほぼ同様なものであ った。したが って，高額出資者の

場合にはその高配当分と出資以外の秩禄公債の利子５分を国家から受給してい

たため，かなりの高額所得者として現われたのである。後で示すように，１８８７

年（明治２０）の２万円以上の高額所得者１０４名のなかで３９名が華族であったのは

そうした理由によるとみてよかろう 。

　（２）華族世襲財産法の制定

　秩禄処分と国立銀行条例の改正は，旧公卿および大名層の財産彩成の歴史的

起点とな った。しかしながら，その場合に見落してたらないのは次のことであ

る。 それは，第十五国立銀行への出資者のなかで１万円以上層をとっ てみると ，

公債受給額１万円以上の旧大名２７２家のうち２３６家（８６８％）であるのにたいし

て， 旧公卿は１１４家のうちわずか１８家（１５．８％）にしかすぎないということで

ある。もっとも出資額が公債額の５８劣であるから，公卿の場合には５万円未満

～５千円という出資額に集中するのは当然のことかも知れないが，それにして

も多くの疑問が残されている。５万円未満とい っても，３万円台が３人，２万

円台１人，１万円台１４人，９千円台５人，８千円台８人，７千円台１６人，６千

円台２５人，５千円台３６人，４千円台Ｏ人，３千円台１人，２千円台８人，千円台

１１人，千円未満３人といった状態であり ，しかも５千円台以下の層の秩禄公債

額にたいする割合がほとんどの場合に５７劣～５０劣という状況を示していること

を見落してはならない。このことは，第十五国立銀行が発足する以前に，旧下

級公卿が相当深刻な生活困窮に追いこまれていたことの結果である。それは ，

華族の総監督にあたる華族督部長岩倉具視が，１８７７年７月に華族一同にたいし

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２）
て発した次のような諭達からも窺い知ることができるであろう 。

　ｒ難二趣キ急ヲ救ヒ保護扶持ノ存立ヲ謀ルハ同族ノ義務ナリ 。而シテ同宗 ノ責其多ク

　居ル。今ヤ同族ノ負債ヲ合算スルニ東京 二在 ノレ者二百万円 二垂 ソトス。西京二在ル者

　十五万円 二下ラス。其額実二大ナリト云ヘシ。早ク之カ扶助ノ道ヲ立サレハ顛覆二至

　　　　　　　　　　　　　　　　　（７０９）



８ 立命館経済学（第３４巻 ・第６号）

榊
組
…目１

懸
担
に
蟻
塙
圃工

串
十
無

６

搬

ざ
＜＼ ◎ ｏ ◎ ◎ ｏ ◎ ◎ ｏ ｏ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ｏ ◎ ｏ ◎

国
曽 崖 曽 曽 曽 虜 自 嚢 自 由 虜 婁 勇 曽 曽 曽 禽 禽 曽 虜

［一

）蠕
姻 § § §

……… ……１ …１…

§ § § §
８一

§ §
８ト

§
１…… ……… ８一

§
８卜

ヨ 蟹 胃
（因

『一

）堀

一《
……… ……姜

婁
Ｎト◎ Ｎ－ｏ

婁
一ら 一お ……… Ｎり寸 一岨一

嚢
一話 ○賞

奪
◎一◎

馨
的トｏ

、トー

§
蜂 お お 富 富 専 尋 嘉 勇 窮 罵 嘉 葛 気 蟹 ８一 き 魯
終 一 一
一 一 一 一 Ｈ Ｈ 一 Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ 一 Ｈ 一 一 一 一

（く

￥ 婁 １唾 馨

琴１

要
董… 暇

畠
唖 嚢黛護墨蟄患 萎 愚墨積萎 敦 桑

簸
国 黄 □一 一 肇 一一 口 抹 轟 一一 、 一
程 喜 通 相 篶 惰 興 握

一「’
一‘’

斗
一ミ

＜ ｏ ◎ ◎ ｏ
ｏｏ ◎ ◎ ◎ Ｈ ｏ ◎ ◎ ◎ 寸

＼ 曽 曽 曽 畠
べ
岨
蕾 ．由 嚢 ６

国 卜
峯 勇 由 由

寸
§
Ｈ

‘ ‘‘
目二 「十）羅
．紙 嚢

……１

§
……１

§ §
……１

§
８一 ８
マ
§ §

１……

§ §
８卜

§ §
８卜 ８

ピ
● ・

｛
●

曽
・

§
＾ ＾ ● ＾ ■ ・

６ 一 嚢 §
、

：目

一一 卜
§ 零 馨 寸 嚢 § § § § 竃 § 嚢 ｓ ｓ Ｎ 一 一

お一

（岡

目二

）蓮
《 § § §

……

§
８一 １……

§
……１ ８、 〇一〇

§ 嚢 §
……１ ……… ……１

§
…；…

馨
尊

●

ま き 嚢 第 雪
● ● ●

§
● ●

葛
● ●

窒 嚢 馨 雲 竃 § § ６
馬一＾一 一・Ｈ

卜 卜 卜 岨
葛

峯 寸 ○つ ○つ
向

一
（く

ｗ 嚢萎窒琴雫
餐 担

叫 雫 琴 竈
彊 墨嚢

↑

燕 嚢竈 茂雇 岬 益護
撃 轟 緊

貞
疎

嚢
唾 義慶壷鑑田 轟 一 ｝一 一 £ 嚢 一ミ 一 一

竈 握 霧
田 謂 田程 星 ｛ 嘩 暫 翼 費 襲

峻担

窯嚢

（７１０）



目本資本主義移成期の華族の財産所有状況（後藤） ９

可示 ◎自 ◎虜 ◎亀 ○虜 ◎亀

；

◎南 ◎虜 ○室 ］の
嚢

○由 ○虜 ト崖 ｏｏ崖 ◎虜

１

「
豪６り §ぎ ８，８ ……１蓉 ……１菌 …；…菌

§着 §雷 §話 §萬 ８「竈 §虜 §｛岨 §｛旧 ８、冨 １……富 嚢含 §………寸．

十
ざ一．ｓ一 ８，８Ｈ §衰一 等、箏一 一爵一冒 蒙含Ｈ 婁蔑 嚢豪 一昭一〇 馨■一¢ 一一、８ 卜８●８ 婁葛 §富 Ｈ噌●電 §§旨

「一 「・

忌罫輩 竈隻．
揮唾輿供 曇塑饅 養薫 狽娼辿■

襲嚢 ■頚岸薫 碧増 奮嚢 墨嚢

担煙蟹度ギ

費霧｛

護糞 糞１肺８
義§勇一

、叫§婁§§・　　　　　　■　　　　　　・　　　　　　＾８詔尋冒一　　Ｈ　　一　　一
十一　　　葦§　　　的８　　　；Ｈ　　　」

○曽§ま

一
撃§ §‘尽

弩§§ １嚢竃奏 一轟奏襲
§責養． 奏、 婁§曇曽

一　　一一ｒ一一一一十一一一 」一一寸一一一一

　什■　１　　；１甘一 　　　　１

鮎１１、事１蓬、ぷ

王一可邑議ｊ奏轟着 ｉ撃

一８菌Ｈ

糞土

筆肇撃嚢撃寒．く婁’」」＿’ 彗１１蔀
噂肖↑杢肖田輿ｊ

竃さ

可示
「
§
錦

護
薄

寸

１倒１

錦

８§豪
毫亀ｓ

■１

§§§§
邊雲讐８

馨§§
嚢§§

§｛
嚢竃奏
簑§■ §、 §

萎； 劃叢；
婁音１音

養
窪Ｌ三可薄到奏轟着 萱１ 田

輿ｊ

（７１１）



１０　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第３４巻 ・第６号）

　ラサノレモノ幾ト希 レナリ 。

　ｒ華族ハ従来ノ慣習ヲ以テ衆庶二比スレハ名望アリ且ツ時勢二迂潤ナルヲ以テ之ヲ奇

　貨トシ，之ヲ愚視シ狭好ノ徒往々巨額ノ金ヲ貸与 シ， 高利ヲ貧リ ，又ハ手数料ト称 シ

　テ不相当ノ謝金ヲ要 シ， 其償還ノ期至ルヲ待テ厳二之ヲ督促シ遂二官二訴ルヲ以テ ，

　同族中身代限ノ処分ヲ 受ケシ者少ナカラス。云六 。

　華族のなかでどのような人々がいくらの負債をもち，誰が身代限り処分を受

げたのかは資料の関係上明らかにしえない。東夙在住華族の２００万円，京都在

住者の１５万円の合計負債額２１５万円は華族の家禄受給総額３千万円余（第２表）

の６．８劣強に上っている。とくに京都在住の華族の場合には，その家禄総額は

４９５，２３２円であるから，負債総額１５万円は実に３０．３％にも及んでいることがわ

かる。また，華族の犯罪者が１８７６年に７人，７７年に４人，７８年に５人とな って
　３）
いる。この犯罪の内容は知りえないが，おそらくは経済事犯とみてよかろう 。

　秩禄処分は，華族の両極分解をもたらした。この分解，とりわげ貧窮華族の

没落をくいとめようとしたのが第十五国立銀行の創設でもあったとみることが

できる。だからその「申合規則」第二条に「当銀行ハ華族一同協議設立二係 ノレ

ヲ以テ同族ノ外ハ其株主タルヲ得サノレ者トス」といい，第四条では「当銀行ノ

株式券状ハ株主ヨリ其相続人へ譲与 ン得ヘント難トモ，之ヲ質入トナン又ハ売

却シ又ハ低当トナシテ他 ヨリ金額二借用スノレ事ヲ禁スヘシ」というように，き

ぴしい禁止規定を設げたのである。ただ，第六条と第七条とでｒ株主中事故ア

リテ家計上ノ差支ヲ生 ン」たときや，「非常ノ災厄二罹ルヲ以テ巨額ノ借財ヲ

要ス」る場合には，ｒ株式金高二応 ：■一年八朱ヨリ少ナカラサル利付ヲ以テ相
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４）
当ノ金額ヲ貸付スヘシ」という救済規定も設げた。だが，質入 ・売却の禁止と

いう申合わせはげっして遵守されなかった。というのは，１８７９年には９，５７３株，

７８年には４，０８４株，７９年には２，０１７株，８０年には３，１１３株が売買されているか

　　　５）
らである。その後も東京 ・大阪なとの株式取引所で売買相場が表示されている

から，株の売買が行われていたことは否定できたい。ただその場合には，第十

五国立銀行が買取っていたから華族以外の者に保有されることはたかった 。

　第十五国立銀行の創設によっ て華族の没落を防ごうとする方策も，下層華族

　　　　　　　　　　　　　　　　（７１２）
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の生活の困窮を救うことはできなかっ　　　　表７華族の地租納入者

た。 このことは第７表からも推測する　　　　　拷円以里誓円以里　計　 華蕨戸数

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　戸　　　　戸　　　　戸　　　戸
ことができる。第７表は，府県会議員　　明１５ 　１１１ 　２２７ 　３３８ 　４８７

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１７　　　　　１１２　　　　　２４６　　　　　３５８　　　　　４９６
の被選挙資格（地租１０円以上＝平均８．５反
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１８　　　　１２２　　　　　２３９　　　　３６１　　　　５２１

歩以上），選挙資格（地租５円以上＝約５　　 ｒ帝国統計年鑑」第３～５図より作成 。

反歩）の所有者を示したものである。それによると ，１８８２年（明治１５）には地

租１０円以上が１１１戸，地租５円以上が２２７戸であり ，残り１４９戸は５円未満と

いうことになる 。８４年の場合にも地租１０円以上１１２戸，５円以上２４６戸であり ，

１３８戸が５円未満である 。また８５年では１０円以上が１２２戸，５円以上が２３９戸

で残り１６０戸が５円未満とた っている。だから，華族戸数のほぼ３０％は地租５

円未満であったことがわかる 。

　府県会議員の有資格者は，旧華族層の２３％前後にしかすぎなかった。それと

ころか第８表が示しているように，旧華族層で中央および地方官僚に就官した

ものはきわめて限られていた。勅任官という最局官僚のポストについているの

は， １８７４年（明治７）には１０人にしか過　　　　　表８　旧華族の就官人員

ぎず，その後やや数が多くなるとい っ

ても ，最多時の９４年（明治２７）でも４２人

にしか過ぎたい。中級官吏である奏任

官に任じられた老でも，最多時の８３年

（明治１６）の１７５人を別にすれぱ，３４～

８７人でしかなかった。しかも下級官吏
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｒ帝国統計年鑑』第１～１７図およびｒ顕官職務補任

である判任官という地位に甘んじさせ　　 録』より作成 。

られた者が，８８年（明治２１）までかたりの数に上っていることを見落してはたら

ない。だから，公卿 ・大名といった旧華族層４２７戸のほとんとが官職から除外

され，多くの旧華族層が収入の道を秩禄公債利子と第十五国立銀行の配当利子

に依存せざるをえないという状況に追いこまれていたことになる 。

　旧華族層の両極分解傾向を第十五国立銀行も防くことはできなかった。しか

も， 自由民権運動の昂揚を抑えるために，政府は１８８１年（明治１４）に１０年後の

　　　　　　　　　　　　　　　　　（７１３）

年次 勅任 奏任 半Ｕ任 計

明７ １０ ３４ ２１ ６５

１６ １７ １７５ ７０ ２６２

１９ ２６ ７６ ２８ １３０

２１ ３６ ８７ ２７ １５０

２３ ３９ ７１ １２ １２２

２４ ３１ ４２ ８ ８１

２７ ４２ ３９ ６ ８７



１２　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第３４巻 ・第６号）

１８９０年（明治２３）には帝国議会の開設を約束し，その上院＝貴族院の構成者と
　　　　　　　　　　　　　　６）
して華族層をあてることにした。８４年の華族令の制定は，旧華族層の上述のよ

うな存在状況からの必要性に迫られたものである。そして，この華族令によっ

て新規に華族に列した勲功華族までふくめて，その品位や杜会的体面を保持さ

せることを意図して制定されたのが華族世襲財産法にほかならない 。

　同法は，１８８６年（明治１９）４月２８日に勅令第３４号で公布され，その後１９１６年

（大正５）に部分的な修正をほどこされはしたが基本骨骸は変更されないまま存

続し，１９４７年（昭和２２）３月１２目の廃止法によって廃棄されるまで，実に６０年問

にわたって生きつづげてきた特別法である。そのねらいは，同法案を審議した

元老院会議（８６年４月５日，８日 ，１９日，２１日）に提案理由を説明した内閣委員法

制局参事官岩崎小二郎の発言に尽されている。彼は本法の必要性を次のように
　　　　　７）
述べている 。

　維新以来二十年間ノ経験二拠リテ華族ノ生計ノ情況ヲ考察スル ニ， 年ヲ逐フテ不良ノ

　傾向ヲ生スルカ如 シ。 是レ其固有財産ノ保持方ヲ欠クニ原由ス。蓋シ華族ヲシテ其品

　位ヲ保チ，其風儀ヲ乱ササラシメソトセハ 宜ク其生計ノ原素タル財産ヲ保護スヘキ

　ナリ 。政府，若シ之ヲ度外視シテ敢テ救護ノ策ヲ運ラサスソハ遂二立国ノ基本ヲ危殆

　ノ地二陥ラシメソトス。…… 今日ノ現状 ヨリ推スモ，将来却テ其財産ノ異動ヲ来サ

　ソ。故二先ツ出願者二限リ現有財産二保護ヲ与へ以テ華族ノ品位ヲ保持セシメソトス

　この引用からも知られるように，華族が財産を喪失することはたんにその品

位や風儀にかかわる間題にとどまらず，「立国ノ基本ヲ危殆ノ地二陥ラ」しめ

るものであり ，そうした事態を招かないために華族世襲財産法が必要だという

のである。いいかえると，華族世襲財産法のねらいは単に華族の財産保護だげ

を目的としたものではなく ，１８８９年（明治２２）の帝国憲法発布と同時に勅令第十

　号で公布された「貴族院令」をにらんだ政治的意図をふくんでいたのである 。

そのｒ貴族院令」は貴族院の主要構成要素として，皇族，公侯爵からの互選議

院３０名（終身制）およぴ伯 ・子 ・男爵からの互選議院１０４名（７ヶ年任期制）を

挽定した。こうして，華族は政治的特権身分として位置つげられるにいたるの

である。華族世襲財産法は，政治的特権身分としての華族の経済的基礎を保持

　　　　　　　　　　　　　　　　　（７１４）
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させようとしたのである 。

　もっとも，その法は年収５００円以上の収益を生ずる不動産および動産所有者

に限っている点に大きな特徴がある 。提案時の華族総数５２７戸のうち５００円以

上の年収をあげる財産所有者は４３３戸であり ，したがってこの時点では９４戸は

その枠外におかれていた。この法案にたいして，議官村田保は「僅々五百有余

ノ如キ少数ナル華族ノタメニ本法ヲ設クノレハ実二偏頗ノ 甚キ者」であり ，それ

は「法律ヲ誤用スノレ」ものであるから宮内省の省令とすべきだとくりかえし主

張した。だが，その主張は退げられ，「華族ノ貧富盛衰ハ国体二大関係ヲ有ス

ノレ」ものであり ，とくに「現今ノ華族中二於テ有カナル大名華族ヲ若シ優勝劣

敗ノ常理二委シ毫モ保護ヲ加ヘサレハ将来如何様ノ景況ヲ見ルヤヲ測 ノレ可ラ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８）
ス」という意見が大勢を占め，元老院の可決を経たうえで公布された 。

　その内容は，華族に対して，一方ではｒ世襲財産及ヒ付属物ハ之ヲ売却譲渡

シ， 又ハ質入書入ヲ為スコトヲ得ス」（第十三条）というような制限操定を設げ ，

他方では「世襲財産及ヒ付属物ハ負債ノ低当トシテ差押フノレコトヲ得ス」（第

十四条）というように債権者からの保護を法制化したものである。この第十四

条の規定は，民事訴訟法（１８９０年４月２１目公布，９１年１月１目施行）のなかの差押

禁止債権種類の中にあげられてはいない。わたしが，華族世襲財産法を特別法

とよぶのはそのためである。質入 ・書入れおよび売買の禁止は第十五国立銀行

の株券についても規定されてはいたが，いまや世襲財産については公権力によ

ってその禁止が規定され，私的申合わせという段階から国家公力による命令と

いう本質的た変更が加えられるにいたったわけである 。

　だが，同法は宮内大臣にたいして個々人が申請するという任意法であり ，華

族全体に対する強制法ではなか った。そのため，政府の意図通りには運ばず，

世襲財産の設定者は第９表にみられるように，１８９０年代に入ってからようやく

進行しはじめた。ただ，その場合に華族局が各華族にたいしてその設定を勧奨

し， それを推進したことはいうまでもない。その結果，８７年（明治２０）にはわず

か５０戸にすぎなかったものが，９５年（明治２８）には２０６戸，１９０６年（明治３９）には

２５３戸にふえ，とくに土地の登記が急速に増加した。しかし，華族戸数にくら
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表９　華族世襲財産設定状況

年次１設定戸数１土地 １公債１銀行 １会杜 １合計１華族戸数
戸 町

明治２０
円 円 円 戸

５０ ２１６，１９５ ３， ２５ ８， ５００ ３， ４７４，６９５ ５３３

〃２８ ２０６ ６， ２４０．Ｏ ８５５，１７５ １１ ，１５４，１００ ３， ０９８，１５０ １５，１０７，４２５ ６４４

〃３０ ２２４ ５， ９１０．７ ２， ０７９，０５０ ９， ５７７，３００ ３， ７６３，２６１ １５，４１９，６１２ ７１０

〃３９ ２５３ ７， ８７６．５ ２， ０２２，ＯＯＯ １１，７３３，４２０ ７４４，６５０ １４，５００，０７０ ８０５

〃４２ ２５８ ８， ４４１ ．２ ３， ７１３，７００ １１ ，９８３，８２０ ５４５，８５０ １６，２４３，３７０ ９１０

〔注〕ｍ　明治２０年，２８年の銀行株金，会杜株金は一株の発行額により換算したもの 。

　　（２〕出典。明治２０年は彦根正三編『華族名鑑」（博公書院，明治２０年１１月刊），明治２８年は『東洋経済新報

　　　第３５号』（明治２９年ユ１月），明治３０～４２年は『大正二年帝室統計書』により作成 。

べると設定戸数はほぼ３０劣であり ，法としての機能からみるときは，その効果

はあまりあがってはいなかったといっても差支えたかろう 。

１）ｒ法令全書』明治２年，参照 。

２）『華族会館史』２４１頁所収，参照 。

３）ｒ日本帝国第三統計年鑑』６６５頁
。

４）『華族会館史』６２０～２１頁
。

５）ｒ目本帝国第一統計年鑑』２６８頁
。

６）華族を政治的特権身分とし，ｒ皇室ノ藩屏」たらしめるという動きが政府の統

　一見解として提起されたのは，１８８１年（明治１４）１０月の時点である。筆頭参議で

　ある伊藤博文は，全参議の賛成をえたうえで次のような奏請文を天皇に奏上し

　た。その主要部分は次のように書かれている 。

　（前略）臣等脚こ硯る，方に國曾の開設を熱望する者，量るに旬急の心を以てし

　言に許して行に果さずとなし，或は遇激の論を爲すに至る。今の時に及で，速に

　一定の顧議に依り ，明かに天下に提示するに非ずんぱ，人民或は皇猷の在る所を

　知らずして，其方響を誤るに至らん。是れ宜く先つ國曾開設の期を豫定し，撃行

　の順序を措書し，以て大政の響ふ所を公示し，人民をして廟護の一たるを知らし

　むへし。（中略）。 今民間政談を爲す者を元見るに，好で欧米誰激の読を主張し，國

　麗の何たるを顧みざる者往々之れ有り 。臣等實に之を危む。駒こ願くは憲法の成

　る，各國の長を探酌するも，然も我國麗の美を失はず。廣く民議を興し，公に衆

思を集むるも，然も我王室の大構を墜さず，乾綱を纏捜し，有極を建定し，以て

萬世不抜の基を垂れんことを 。

　臣等又霜に按ずるに，立憲君治の國其の以て基比を董固にする所，抑も亦道あ

　り 。一に目く ，元老院の設，貴族老成の組織する所たり 。二に目く ，陸海軍は帝

王の親ら統帥する所たり 。

蓋し國に上下雨議院あるは，車の雨輸あるが如し。而して元老院は榊こ以て下院
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　と並び立ち，其雫衡を持し，急愛激進の弊を防ぎ，永遠憲法の保障，王室の輔翼

　たらんとするなり 。現に我が元老院の設，僅に其端を啓ぎ，而て未だ其實を撃ぐ

　るに至らず。今宜く其組織を一鍵し，之を更張すべし。其概略左の如し 。

　　第一　皇族僅に溝十八歳に至れぱ，元老官に列し，任期を限らず。

　　第二華族爵位の例を設げ，有爵の貴族となし，其俊良を抜き，任期を定めて

　　　元老官に勅任すべし 。

　　第三　士族の封建武門の世に於げる，卒民の上に位し，教育素あり ，氣節有爲

　　　の人多く其問に出づ。是れ宜く貴族の一部たるべし。今其中に抜き，之を榮

　　　用し，華族と倶に元老官に列せしめ，其報赦を牧むべし。但之を採るの方法

　　　は，同族の公選に於てし，一府縣各若干人を撃げしめ，其任期に至ても，牽

　　　族に比すれぱ亦較短縮に就くべし 。

　　第四　文武官の動蕾に採るは，価ほ蕾貫に価る 。

　陸海軍制に至つては，蓋し天子は兵馬の元帥にして，軍人は王室の爪牙なり 。故

　に軍人たる者純ら國を愛し君に忠なるの義を結び，政を議するの権あることな

　し，今宜しく其紀律を制し，陛下又親く之を鼓舞振作し，其義方を示し，其れを

　して俸へて習風を成し，以て國家の干域たらしむべし 。

　以上陳ぶる所を纏ふるに，國曾開設を豫定するは大政の響ふ所を公示する所以た

　り 。憲法を定むるに，國麗を重んずるは，篤く租宗の遺業を守る所以なり 。元老

　院を更張し，皇族及，華士族を以て之に充るは，國の基比を固くする所以なり 。

　元老院の組織鋤こ更張を経ぱ，豫定の期に依り ，國曾を開設し，互和雫衡して偏

　重なきを得ん。云々

　この奏請は，元老院をｒ王室の輔翼」機関とすることを公式に宣言したものであ

　り ，その主要構成要素として華族を予定しているのである。こうして，官僚機構

　から排除されていた華族が貴族院という国家機関の中に組みこまれ，政治的特権

　身分として編成がえされようとしたということができる 。

７）ｒ元老院会議筆記』後期，第２４巻，１７６８～１８３３頁，参照 。

８）念のため，華族世襲財産法の最初の草案老井上毅の案が元老院に提起される時

　点でどう変更され，元老院会議での審議ののち布告されたものとを対照させてみ

　よう 。

　（布　告）第一條　華族戸主満二十年以上ノ 者ハ此法二依リ世襲財董ヲ創設スル

　　　　　　　コトヲ得但溝二十年以下ノ者ト難モ前代戸主ノ遺言アノレトキハ世襲

　　　　　　財窪ヲ創設スルコトヲ得

　（元老院）第一條華族戸主溝二十年以上ノ者ハ此法二依リ世襲財竈ヲ創設スル

　　　　　　　コトヲ得但満二十年以下ノ者ト襲モ前代戸主ノ遺言アルトキハ世襲

　　　　　　財董ヲ創設スルコトヲ 得
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　　（井上案）第一條華族ハ此法律二從ヒ其家竈ヲ以テ世襲財奮ヲ創設スノレコトヲ

　　　　　　　　得

　　　（布　告）第二條　世襲財産ハ纏テ家督相績者ヲシテ之ヲ相績セシムルモノトス

　　（元老院）第二條　世襲財奮ハ纏テ家督相績者ヲシテ之ヲ相績セシムルモノトス

　　（井上案）第二條　世襲財童ハ永世一家ノ子孫二傳へ分割譲與典費ス可ラサル者

　　　　　　　　　トス

　　　　　　　第三條世襲財産ハ左二掲クル所ノニ類二限ル但第十五國立銀行株券

　　　　　　　　ハ第二類二準シ世襲財塵ト爲スコトヲ得

　　　（布　告）　（第十五國立銀行螢業満期二依リ但書滑滅，但明治三十年法律第四十

　　　　　　　　四號ヲ以テ株式曾杜十五銀行ノ 株式ヲ本條第二類二準 ン世襲財奮ト

　　　　　　　　爲スコトヲ得セシム）

　　　　　　　　第一類　田畑山林宅地監田牧場池沼等

　　　　　　　　第二類　政府護行ノ公債護書又ハ政府ノ保讃若クハ特別ノ監督二属

　　　　　　　　　 スル銀行若クハ曾杜ノ株券

　　　（元老院）第三條　世襲財産ハ左二掲クル所ノニ類二限ル但第十五國立銀行株券

　　　　　　　　ハ第二類二準シ世襲財童ト爲スコトヲ得

　　　　　　　　第一類　田畑山林宅地盟田牧場池沼等

　　　　　　　　第二類　政府護行ノ公債護書又ハ政府ノ保護若クハ特別ノ監督二属

　　　　　　　　　 スル銀行若クハ會杜ノ株雰

　　　（井上案）第四條地所ハ田畑山林盤田牧場等牧釜アル地所ニシテ各地合計毎年

　　　　　　　　 ノ純牧入金　千五百圓以上アル者二非サレハ世襲財董ト爲スコヲ得

　　　　　　　　ス

　　　　　　　第五條　財本ハ政府ノ公債護書ニシテ毎年ノ利子額前條二舜シキ者 二

　　　　　　　　限ルｒ非サレハ世襲財竈ト爲スコトヲ得ズ」但會肚株雰ノ 如キー定

　　　　　　　　　ノ利子ヲ生スル者ハ宮内卿ノ許可ヲ得タル上世襲財童ト爲スコトヲ

　　　　　　　　得

　　　（布　告）第四條世襲財童ハ前條二類中ノー種又ハ敷種ニシテ其纏額毎年金五

　　　　　　　　百圓二下ラサル純牧釜ヲ生スル財産タノレヘシ但其財竈中枚釜ナキ地

　　　　　　　　所ヲ加 フルモ妨ケナシ

　　　（元老院）第四條　世襲財産ハ前條二類中ノー類又ハ敷種ニシテ其纏額毎年金五

　　　　　　　　百圓 二下ラサノレ純枚釜ヲ生スル財産タルヘシ但其財産中牧釜ナキ地

　　　　　　　　所ヲ加 フルモ妨ケナシ

　　　（井上案）第六條世襲財童ハ毎年ノ純牧入金拾萬圓ヲ以テ最上額トス？

　　　（布　告）第五條　世襲財童ノ所有者ハ特二世襲スヘキ建物庭園圖書質器等ヲ以

　　　　　　　　テ世襲財奮附属物ト爲スコトヲ得
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第五條　世襲財窪ノ所有者ハ特二世襲スヘキ家屋庭園園書賓器等ヲ以

　テ世襲財塵附属物ト爲スコトヲ得但其牧釜ヲ以テ第四條ノ制限額 二

　算入スルコトヲ許サス

第六條　負債償却ノ義務アル財産ハ世襲財蚕及ヒ附属物ト爲スコトヲ

　得ス

第六條負債義務ノ關係アル財蚕ハ世襲財董及ヒ附属物ト爲スコトヲ

　得ス

第三條世襲財童ト爲ス可キ家竈ハ負債ノ低富ト爲サ ・ル地所及ヒ財

　本二隈ル者トス

第七條　世襲財蚕ノ所有者ハ宮内大臣ノ認可ヲ得テ其財蚕ヲ塘加スル

　コトヲ得

第七條　世襲財奮ノ所有者ハ宮内大臣ノ許可ヲ得テ其財奮ヲ壇殖スル

　コトヲ得

第七條前條ノ定限内ハ後世子孫二於テ１専來ノ世襲財琵ヲ檜殖スノレコ

　トヲ得

第八條　世襲財竈ノ所有者ハ宮内大臣ノ認可ヲ得テ第二類ノ財塵ヲ更

　換シテ第一類ノ財蚕ト爲スコトヲ得但第一類ヲ第二類ト爲スコトヲ

　得ス

第八條　世襲財琵ノ所有者ハ宮内大臣ノ 許可ヲ得テ第二類ノ財産ヲ更

　換シテ第一類ノ財慶ト爲スコトヲ得ト難モ第一類ヲ第二類ト爲スコ

　トヲ得ス

第九條　世襲財塵ト爲シタル財本ヲ更換シテ地所ト爲スハ妨ケナシト

　難モ地所ヲ更換ツテ財本ト爲スヲ得ス

第九條第一類ノ財蚕若シ災害又ハ其他ノ事故二依リ第四條ノ制限額

　ヨリ減シタルトキハ五箇年以内二其敏額ヲ補充スヘシ

第九條第一類ノ財蚕若シ災害又ハ其他ノ 事故二依リ第四條ノ制限額

　ヨリ減シタルトキハ五箇年以内 二其鉄額ヲ補充スヘシ

第八條世襲財琵ハ不得已理由アノレトキハ宮内卿ノ許可ヲ 得テ其三分

ノーマテ減少スルコトヲ得｛誓費箏肇籍穿賢二こ賛警萬轟窪馨言甥内男え誓

（布　告）

（元老院）

（井上案）

　似タ
　リ」

第十條　第二類ノ財琵其元金ノ仕沸ヲ受ケタルトキハー箇年以内二第

　一類又ハ第二類ノ財塵ヲ以テ其鉄額ヲ補充スヘシ

第十條　第二類ノ財蚕其元金ノ 仕沸ヲ受ケタルトキノ　箇年以内二更

　二他ノ財塵ヲ以テ其嵌額ヲ補充スヘシ

第十條公債讃書等ノ元金仕梯ヲ受ケタルトキハ之ヲ以テ更二地所又
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　　　　　　　　ハ他ノ財本ヲ購求シ以テ其嵌額 ヲ補フ可 シ

　　　（布　告）第十一條世襲財産ノ所有者ハ其財塵ノ純枚釜ヲ低當トシテ負債ヲ爲

　　　　　　　　 スコトヲ 得但毎年其純牧釜ノ三分一以上ノ償却ヲ爲スヘキ義務ヲ負

　　　　　　　　摺スルコトヲ得ス

　　（元老院）第十一條世襲財奮ノ所有者ハ其財琵ノ純牧盆ヲ低當トシテ負債ヲ爲

　　　　　　　　 スコトヲ得ト難モ毎年其純牧釜ノ三分一以上ノ 償却ヲ爲スヘキ義務

　　　　　　　　ヲ負捲スルコトヲ得ス

　　　（井上案）第二十條　世襲財産ノ牧入ハ低當ト爲シ要用ノ 負債 ヲ爲スコトヲ得ト

　　　　　　　　難モ毎年其平均枚入ノ三分一以上ノ辮償ヲ爲ス可キ義務ヲ負携スル

　　　　　　　　 コトヲ得ス

　　　（布　告）第十二條　世襲財慶ノ純牧盆ハ如何ナル場合ト難モ債主 ヨリ毎年其二

　　　　　　　　分一以上ヲ差押フルコトヲ得ス

　　　（元老院）第十二條　世襲財産ノ純牧盆ハ如何ナノレ場合ト難モ債主 ヨリ毎年其二

　　　　　　　　分一以上ヲ差押フルコトヲ得ス

　　（井上案）第二十一條世襲財琵所有者二於テ其牧入ヲ以テ低當ト爲 ンタル負債

　　　　　　　　 ノ辮償義務ヲ怠リタルトキハ債主ハ裁判上財塵差押ノ法二擦リ毎年

　　　　　　　　共平均牧入ノ三分一以内ヲ差押フルコトヲ得

　　　（布　告）第十三條世襲財董及ヒ附属物ハ之ヲ實却譲與シ又ハ質入書入ト爲ス

　　　　　　　　 コトヲ得ス

　　（元老院）第十三條　世襲財琵及ヒ附属物ハ之ヲ賢却譲與シ又ハ質入書入ト爲ス

　　　　　　　　 コトヲ得ス

　　（井上案）第十一條世襲財震ハ負債辮償ノ爲二裁判上ノ公實虚分ヲ受ケサル者

　　　　　　　　　トスｒ第三條ノ次 二置クヘシ」

　　　（布　告）第十四條　世襲財慶及ヒ附属物ハ負債ノ低償トシテ差押フルフトヲ得

　　　　　　　　ス
　　　（元老院）第十四條　世襲財琵及 ヒ附属物ハ公費虜分ヲ受ケサルモノトス但國穐

　　　　　　　　地方規厘町村費ヲ不納 ：■タルトキハ此限ニアラス

　　　（井上案）第二十二條世襲財産ノ牧入ヲ以テ低當ト爲サ ・ル負債二在テハ債主

　　　　　　　　何等ノ場合ト難モ其牧入ヲ以テ之 レカ辮償ヲ求ムノレコトヲ得ス

　　（布告）第十五條世襲財董ハ左ノ場合二於テハ其効カヲ失フモノトス

　　　　　　　　ー　戸主死亡ノ 後家督相績スヘキ男子ナキトキ

　　　　　　　　ー　爵ヲ奪ハレ又ハ族ヲ除カレ家督相績者者ナキトキ

　　　　　　　　ー　第九條第十條二掲タル鉄額ヲ其期限内二補充セサルトキ

　　　（元老院）第十五條　世襲財蓬ハ左ノ場合二於テハ其効カヲ失フモノトス

　　　　　　　　ー　家督相績スヘキ男子ナク又ハ爵ヲ奪ハレ又ハ族ヲ除カレ家督相

　　　　　　　　　績者ナキトキ

　　　　　　　　　　　　　　　　　（７２０）
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　　　　　　一第九條第十條二掲ケタノレ鉄額ヲ共期限内二補充セサノレトキ

（井上案）第十二條　刑法又ハ懲戒慮分二由リ爵ヲ奪ハレ又ハ華族ノ族籍 ヲ削ラ

　　　　　　 レタルトキハ世襲財蚕ノ性質自ラ清滅スル者トス

（布　告）第十六條　世襲財蚕及 ヒ附属物ハ其所有者二於テ之ヲ駿止スルコトヲ

　　　　　　得ス

（元老院）第十六條　世襲財蚕ハ其所有者二於テ之ヲ塵止スノレコトヲ 得ス

（井上案）第二十三條　世襲財蚕ヲ創設シ又ハ之ヲ減少シ又ハ其種類ヲ更換シ又

　　　　　　ハ其牧入ヲ低當トシテ負債ヲ爲ス等凡ソ世襲財蚕二就テ重大ノ措置

　　　　　　 ヲ爲スニ當テハ親族ノ 曾議ヲ以テ之ヲ定ム可 シ

　　　　　　　但世襲財蚕減少 ノ事ハ曾議各員ノー致ヲ要ス

（布　告）第十七條　世襲財蚕ハ宮内大臣之ヲ 管理シ華族局ヲシテ其事務ヲ取扱

　　　　　　ハ ・ンム

（元老院）第十七條　世襲財蚕ハ宮内大臣之ヲ 管理シ華族局ヲシテ其事務ヲ取扱

　　　　　　 ノ、 ンム

（井上案）第十三條　世襲財琵ハ宮内卿之ヲ監督ス

　　　　　第十九條　地雰及ヒ公債護書等ハ宮内省 二於テ保管ス可 シノ〔装管壬袈主

　　　　　　過キ宮内卿ハーノ華族ノ老婆タルノ観ヲ呈スヘシ殊二藪万
　　　　　　ノ地券数億ノ讃券量宮内蔵庫ノ能ク存貯スル所ナランヤ」

　　　　　　但宮内卿ハ便宜二從 ヒ地方官又ハ曾杜二委托シテ保管セシムノレコト

　　　　　　アノレ可シ

（布　告）第十八條華族局ハ世襲財蚕毫帳ヲ備へ置キ世襲財奮及 ヒ之 二關スノレ

　　　　　　事項ヲ記入スヘシ

（元老院）第十八條華族局ハ世襲財琵蔓帳ヲ備へ置キ世襲財蚕及 ヒ之二關スル

　　　　　　事項ヲ記入スヘシ

（井上案）第十四條　世襲財蚕ヲ創設セソト欲スル者ハ創設護書及ヒ明細ナル財

　　　　　　董目録ヲ製シ地雰又ハ公債護書等ノ讃雰ト共二之ヲ宮内省 二差出シ

　　　　　　テ認可ヲ願出 ソ可 シ

（布　告）第十九條　世襲財琵ヲ創設壇加更換又ハ補充セソトスル者ハ其願書 二

　　　　　　財震目録ヲ添へ宮内大臣二差出シ其認可ヲ受クヘシ世襲財琵附麗物

　　　　　　ヲ設ケソトスノレ者亦同シ

（元老院）第十九條世襲財塵ノ創設檜植更換又ハ補充セソトスノレ者ハ其願書 二

　　　　　　財琵目録ヲ添へ宮内大臣二差出シ其認可ヲ受クヘシ世襲財蚕附属物

　　　　　　ヲ設ケソトスル者亦同シ

（布　告）第二十條　宮内大臣ハ前條ノ願書目録ヲ審査シ第一類ノ財蚕及 ヒ第二

　　　　　　類ノ公債護書ハ所轄ノ地方魔二命シ株雰ハ銀行若クハ曾杜二命 シ世

　　　　　　襲財琵ト爲スヘキ旨 ヲ官報及ヒ其地方一定ノ 新聞紙二掲ケー週目間

　　　　　　　　　　　　　　（７２ユ）



２０　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第３４巻 ・第６号）

　　　　　　　　之ヲ公告セシムヘシ

　　　　　　　　世襲財蚕附属物ハ華族局 二於テ之ヲ公告スヘシ

　　（元老院）第二十條　宮内大臣ハ前條ノ願書目録ヲ 審査シ第一類ノ財慶及ヒ第二

　　　　　　　　類ノ公債護書ハ所轄ノ 府縣魔二命シ株券ハ銀行若クハ曾杜二命シ世

　　　　　　　　襲財塵ト爲スヘキ旨ヲ官報及ヒ其地方一定ノ新聞紙二掲ケー週日問

　　　　　　　　之ヲ公告セシムヘシ但世襲財産附属勅ハ華族局二於テ之ヲ公告スヘ

　　　　　　　　シ

　　　（井上案）第十五條宮内卿ハ地方官二命シテ地所ノ牧釜 ・等ヲ検査セシメタル

　　　　　　　　上認可ヲ興へ且地所ナレハ該地所所在地ノ唾戸長公債護書ナレハ本

　　　　　　　　人住居地ノ府縣魔曾杜株雰ナレハ該曾杜二通知シテ世襲財蚕タル旨

　　　　　　　　 ヲ毫帳二記入セシム可シ

　　　（布　告）第二十一條前條公告 ヲ了リタル後三十目ヲ経テ該財琵二關 ン故障 ヲ

　　　　　　　　申出ル者ナキトキハ宮内大臣ハ世襲財塵蔓帳 二記入セシメ 認可護ヲ

　　　　　　　　下付シ第一類ノ財董ハ所轄 ノ地方魔二命シ地券蔓帳二記入セシメ地

　　　　　　　　方魔ハ戸長 二命 ン公護簿二記入セソムヘン第二類ノ公債護室ハ所轄

　　　　　　　　 ノ地方魔二株雰ハ銀行若クハ曾杜二命シ帳簿二記入セシムヘシ

　　　　　　　　華族局二於テハ該地雰又ハ公債護書若クハ株券ノ券面二世襲財産ト

　　　　　　　　爲リタル旨ヲ記入スヘシ

　　　元老院）第二十一條前條公告ヲ了リタル後三十目ヲ経テ該財塵二關シ故障ヲ

　　　　　　　　申出 ノレ者ナキトキハ宮内大臣ハ世襲財産蔓帳二記入セシメ 認可言登ヲ

　　　　　　　　下付シ第一類ノ財董ハ所轄ノ府縣魔二命シ地券蔓帳二記入セシメ 府

　　　　　　　　縣魔ハ戸長 二命 ン公護簿二記入センムヘ■第二類ノ公債護書ハ所轄

　　　　　　　　 ノ府縣魔二株雰ハ銀行若クハ曾杜二命シ蔓帳二記入セシムヘシ

　　　　　　　　華族局二於テハ該地雰又ハ公債護書若クハ株券ノ雰面二世襲財蚕ト

　　　　　　　　爲リタノレ旨ヲ記入スヘシ

　　　（井上案）第十六條厘戸長又ハ府縣魔二於テハ之ヲ記入シタル後其旨及ヒ記號

　　　　　　　　番號ヲ掲示場又ハ新聞誌二掲載シテ之ヲ公告ス可シ

　　　　　　　第十七條　世襲財産タル性質ハ之ヲ知ラサノレ他人二封シ唾戸長又ハ府

　　　　　　　　縣魔二於テ其童帳二記入シタル目ヨリ効カアル者トス

　　　　　　　　嚢帳 ヨリ削除スルニ當テモ亦之二準ス

　　　　　　　第十八條世襲財慶創設認可ノ上ハ宮内省 ヨリ其旨及 ヒ・ 記號番號ヲ

　　　　　　　　管轄裁判所二通知 ンテ之ヲ登録センム可ン

　　　　　　　　其管轄裁判所ハ地所ナレハ該地所所在地公債讃書等ナレハ本人住居

　　　　　　　　地ノ始審裁判所トス

　　　（布　告）第二十二條　世襲財産其効カヲ失 ヒタルトキハ宮内大臣 ヨリ地方魔又

　　　　　　　　ハ銀行若クハ會杜二命シ之ヲ公告セシムヘシ

　　　　　　　　　　　　　　　　　（７２２）
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　　　　　　世襲財蚕附属物ハ華族局二於テ之ヲ公告スヘシ

（元老院）第二十二條　世襲財湊其効カヲ失 ヒタルトキハ宮内大臣 ヨリ府縣魔又

　　　　　　ハ銀行若クハ曾杜二命シ之ヲ公告セシムヘシ

（井上案）前掲第六，十七條

（布　告）第二十三條　第二十條及 ヒ第二十二條二關 スノレ公告費用ハ其財塵所有

　　　　　者ヨリ之ヲ華族局二納ムヘシ
（元老院）第二十三條　世襲財慶創設者及 ヒ所有者ハ第二十條及ヒ第二十二條 二

　　　　　　關スル公告費用ヲ華族局二納ムヘシ

（布告）第二十四條世襲財塵 二關スル事件ヲ協議スルカ爲メ戸主及ヒ溝二十
　　　　　　年以上ノ 相績者若クハ後見人ト親魔三名以上トヲ以テ親属曾議ヲ組

　　　　　　織シ豫メ宮内大臣二届出ヘシ但親麗ナキトキハ宮内大臣ノ認可ヲ得

　　　　　　テー族又ハ他ノ華族ヲ以テ親麗曾議員二充ルコトヲ得

（元老院）第二十四條　世襲財蚕二關スル事件ヲ協議スルカ爲メ戸主及 ヒ滴二十

　　　　　　年以上ノ相績者若クハ後見人ト親麗三名以上トヲ以テ親属曾議ヲ組

　　　　　　織シ豫メ宮内大臣二届出ヘシ但親園ナキトキハ宮内大臣ノ 許可ヲ 得

　　　　　　テー族又ハ他ノ華族ヲ以テ親囑曾議員二充ルコトヲ得

（井上案）第二十五條　親族曾議ハ戸主及丁年以上ノ 嫡長子孫ト親戚中同族 ノ者

　　　　　　三名以上トヲ以テ之ヲ組織ス其氏名ハ豫テ宮内省二届置ク可シ

　　　　　第二十六條　同族中二親戚ナキ者ハ宮内卿ノ許可ヲ得タル上他人ヲ以

　　　　　　テ親族曾議員二充ツルコトヲ得

（布　告）第二十五條　世襲財竈二關スル願書届書ハ親属禽議各員 ノ連署ヲ要ス

　　　　　第二十六簾　此法施行ノ手績ハ宮内大臣之ヲ定 ム

　　　　　第二十七條此法ハ明治十九年八月一目ヨリ之ヲ施行ス

（元老院）第二十五條　世襲財蚕 二關スノレ願書届書ハ親囑曾議各員ノ連署ヲ要ス

　　　　　第二十六條　此法施行ノ手績ハ宮内大臣之ヲ定 ム

　　　　　第二十七條　此法ハ明治十九年　月　目ヨリ之ヲ施行ス

（井上案）第二十四條　世襲財琵二關 スノレ願書届書ハ親族曾議各員 ノ連署ヲ 載ス

　　　　　　可 シ

　　　　　第二十七條　宮内卿ハ此法律施行 ノ責 二任ス可 シ

　以上がその全文であるが，みられるように，井上案カミ文章上の表現と条項の配

置を変えられただけで基本的にはうげつがれていることがわかる 。井上案は１８８４

年（明治１７年）１０月２０目に作成されたもの（ｒ井上毅樽』史料編第一 ４２９～４３６

頁）であり ，元老院への提案草案は法制局で審議されたものである 。

（７２３）



２２ 立命館経済学（第３４巻 ・第６号）

２　旧華族層の所得状況

　華族世襲財産法は，いまもいったように強制法ではなく任意法であったため ，

必ずしも所期の成果をあげえなかった。というのは，世襲財産法の審議過程で

功臣までふくめた華族５２７戸のうち世襲財産設定有資格者は４３３戸あるといわ

れ， また１８９７年（明治３０）の所得税納入額１０円以上が年収５００円以上にあたって

おり ，その人員は第１１表が示しているように４５３戸であった。したがって，９７

年の世襲財産設定華族は，この年度の４５３戸の４９４刎こしかすぎたいことがわ

かる。その後，世襲財産設定華族戸数はやや増加しはするが，絶対数からいえ

ぱ左程の変化はみられたい。この世襲財産設定者のなかで注目すべきことは ，

年収の低い華族層が多かったことである 。１８９７年でみれば年収２，ＯＯＯ円以下の

華族１１８戸が世襲財産設定者の５２７％を占め，１９１０年（明治４２）の場合でも１３１

戸＝５０８％に上っている。だから，華族世襲財産法は低額年収者については ，

そのねらいを実現しえていたものとみてよい。だが，世襲財産額の大部分は１

万円以上の少数の華族によっ て占められている。その意味では，上層華族と下

層華族との隔差は，年を追うことにいっそういちちるしくたったということが

できる。このことは，所得税納入額別の人員構成をみれぽはっきりわかる 。

　　　　　　　　　　　表１０世襲財産純収益額別人員

年次貰万里一・万円一・万円一・千円一・千円一・千円一・千円一・千円一・百円計

明３０　－　　３　　３１　　３５　　９　　１２　　１６　　４５　　７３　２２４

〃３９　　１　　－　　３２　　２７　　１４　　１７　　３１　　５３　　７８　２５３

〃４２　　１　　１　　３３　　２９　　１６　　１７　　３０　　５２　　７９　２５８

　ｒ帝室統計書』（大正２年版）より作成 。

　第１１表によれぱ，所得税５０円以上を納入する公卿は１８９７年（明治３０）には２４戸

であ ったのにたいして１９０９年には４３戸にふえ，大名の場合には１４３戸から１３３

戸に減少しているとはいえ，１００円以上にみれば９５戸から１０１戸に増加してい

る。 もちろん，この両年度においては所得税率が変更されているため単純な比

　　　　　　　　　　　　　　　　（７２４）
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表１１華族の所得税納入額別人員　単位（人）

２３

～９００円 ～５００円 ～２００円 ～１００円 ～５０円

明３０ 明４２ 明３０ 明４２
明・・１

明４２
明・・１

明４２
明・・１

明４２

公卿 ２ ユ ユ １ ４ ５ ６ １２ １１ ２４

大名
３３ ２６ １２ １９ ３０ ３４ ２０ ２２ ４５ ３２

新　列 ５ ９ ２ １９ １５ ２７ ３４ ２８ ５７ ４２

計 ４０ ３６ ユ５ ３９ ４９ ６６ ６０ ６２ １１３ ９８

…１ …１
全体

ユ， ２５９ １１６ ２， ０２３ ７， ５８２ ２７，８７５

～１５円 ～１０円 ～３円 不　　明 合　　計

明・・１
明４２

明・・１
明４２

明・・１明・・ 明・・１明・・ 明・・１明・・

４１ ８ ２ ３５ ３５ ８６ １３７ １３７

７９ ２２ Ｏ １２ ４０ ユ２２ ２７１ ２７３

４４ ９ １０ １５ １２０ １６４ ３０２ ２９８

ユ６４ ３９ １２ ６２ １９５ ３６８ ７１０ ７０８

２７．８８４１ １１４，１１６ ７５６，３６９

〔注〕（１〕ｒ日本紳士録』（明治３０年，明治４３年），ｒ新編華族名鑑』（秀英舎編明治３３年，４３年

　　　版）より作成 。
　　（２）全体欄は『主税局年報』（明治３１年，明治４４年）による 。

較はできないが，所得税が２倍にふえているわげではないから，上層華族の年

収が増加したことは問違いない。これにたいして５０円～３円未満の納税者が急

減しているが，不明欄の人六の多くは３円未満とみることができるから，低額

所得華族が減少したということはいえないであろう 。それを具体的に個々の華

族層について整理したのが第１２表である 。

　第１２表を仔細に検討してみると，次のようなことかいえるであろう 。

　（イ）公卿の場合　　公卿の場合には所得税の不明な人々がきわめて多いが ，

しかしそれらの人々は１８９７年の時点でも所得税の低い階層である。高い層のな

かで１９０９年の納税額の不明な公卿は，岩倉具視，岩倉具徳，二条基弘，竹屋春

光， 冷泉為系，三条公美，東久世通禧の７名である。これらの人々はおそらく

はこの時点でも高額納税者であったと思われる。だが他の人々の場合には納税

額がいちぢるしく低く ，ｒ目本紳士録』のアソヶ一トにも答えられない程度の

ものであったと思われる 。１８９７年の高額納税者のほとんどは，１９０９年にはより

　　　　　　　　　　　　　　　　　（７２５）



２４

訂１

　　　立命館経済学（第３４巻 ・第６号）

表１２－１　〔公卿の部〕旧公卿の納税状況

録券高
所得１税円

氏名 録券高
所得税伸）

氏名 爵 職業 （千円
爵 職業Ｍ．３０ Ｍ．４３ 千円 Ｍ． ３０ Ｍ．４３

一条実旧 公 貴院鷺員１大尉 ２９ ２２３ ２５９

徽
子 １３

燃
子 １０ ９

鰯
子

撒
１２ ４２ 翻

磁
子 殿掌 ９ 徳大寺実則 侯 内大臣 １７ ２２９ ７６７

石１』』基弘 子 陸軍大尉 １１ 外山光后 子
・９

６

石井行昌 子 ９ ８

撒
子 １１ １７

入江為守 子 貴院議員 １１ １９ ９２ 冨小路隆直 子 ユ３

池尻基房 子 ９ ９ 持明院基哲 子 ユＯ ６ ■

岩倉具定 公 貴院，爵位局 ６２ ４５８３ｉ２２０ 千桓有秀 子 陸軍中尉 １０ｉ４ ３７

岩倉具明 子
１６１

ｉ大炊鮒幾麿’侯

織
１３１３　　１

岩倉具徳 男
；４３１

」
　　　　　ｉ大宮以季　ｉ子 貴院薮員

１２１

筆■
男 　　　　　１ｊ大願朝　ｉ伯

燃
１３１８ ７８

陸軍少尉 １２

上」 ．正親慨ヨ伯；貴繊員
ユ８

■小倉英季ｊ子；陸軍少尉

準囲；子１ １２

剛　剛・路簸
’子； ４７

１８ ３２：　　 １岡噛国良　　 ■子　主 １１

３１

ユ６

７

３８９

７８

７景　　　　　佃．　　　
１ｄ

、祝 １　Ｈ聞晒国艮　，千．王　　 』１１
　　　　　 ．子輿正寺欄 Ｉ・；；一愛宕醐；子．侍従 　；１ ２１ ４９

葉室長通 伯 騨中尉 　；１ｌｌ
■鰯隆信 　１伯 １１

八条隆正 子
；１・１

河鮨実文 子 １３ ３６ ６６

萩原員種 子 風早実恭 子 石神神社 １１ ８

撒÷プ二条墓弘 公 嶋丸光大 伯 ２０

西三条実義 伯 １７ ６０ １８９ 勘解由小路 子 １２

西四辻祐三郎 子 侍従 １４ ４５ ７８ 甘轟寺義長 伯 １２ ２２

酉大路吉光 子 ９ 盾橋在正 子

織
１３

西洞院信意 子 加茂神社 １１ 交野時万 子 １１

庭田竈行 伯 １５ １０ 河辺博長 男 縮
７８

釣織栄久 子

燃
１１ ８ 吉田良正 子 ．１９ ３６

洲漉頼孝 子 東宮主幕 １１ ６ ６０ Ｕ司煕遍 公

撒
１８ １４０ １３８

坊条峻章 伯 ■院陸竈中佐 １２ ４６ ６４ 醒醐忠垣 侯

撒
１４ ４９ ３５

（７２６）



日本資本主義形成期の華族の財産所有状況（後藤） ２５

氏　名 爵 職　業 録券高
千円

　　　　三氏名　 　ｉ爵１職業　，

　」」所得税旧
録券 回
千円）１…１Ｍ．４

高松公秋 子 海軍中尉 １１ ２９ ６７ 植松雅平　１子１
　　　　１　　１

１０；７１

高丘和季 子 ９ ６ 野齪穀　；子；貴院纈 １３ －１７１ １０５

高野宗順 子

燃
９ ９ ７８ 九条鍍　１公 ｛掌典長 ６１

．２８３１
１６３

高倉永則 子 陸軍大尉 ２０ 　　　　　　ｌ　　　ｌ
＝花雌親家 ；侯ｊ ２０ Ｉ　ｇ１

　　　　１

高辻修長 子 １３ ６８ ２２５ １ ■雛寺経雄；伯１蹴陸軍欄 １８ ，１３５；

竹屋春光 子 掌典 １３ ９３ 櫛司隆督　；子ｉ １１ｌ１

竹内惟治
　１子

ｊ餓纈 １０　　２４ ■ 久世通章　；子１貴麟賢 １１１！２引１９０

冷泉為柔
伯１
神宮宮司 １１１卿１ヨ； １桑原孝良１子ｉ　　 ｌｇ１ｌ

竺」Ｌ」」
倉橋泰昌１子；灘　！パ１・ １

　　　　　　ｌ　　１

竺」
子Ｉ 殿掌 　い１ｉ巾一山本蛾；子；貴麟　１・１ｉ１園基資 ’伯；餓纐　！１・１剛 距；；山科言緩１伯１富内省 　１１・１・１

１堤功長：子 ｊ貴麟員 　１１１１１１ １１１１；山井兼文１子１貴麟 ９：８１

１土御徽１子１貴鰯　い・ｌｌ１ｌ・１１藪篤麿１子１宮中

１欄規　１伯 １陸軍中尉 　１ぺ；１， 柳原義光１伯１
ｌｌ１蘭；十

・１大谷光尊　；伯１ 西本鰐　　１ ｌ　ｌ１１ｌ１ ∴松木宗隆１伯 蹄議員
１４１９１７８　　１　　　　１

１大谷光隻　１伯Ｉ 東本願寺　　Ｉ
　　　　　Ｉ

ｌ　ｌ１欄１１万塁小路通房１伯１貴麟１ １５：　！

１中駿受　；子 １ｌ　ｌド町尻量衡１子…殿掌 ９．
９１

吐孝康；侯 碑貴院 い・；１・・；碑１藤谷為寛１子；貴麟員 １１；７１７８

藤波言ガ子 ，

１３１８４１３１０

難波宗美 子：陸軍中尉 　１１１１・１；；；鮒徳；子；貴鰯　い１■ ；
長谷信篤 子１富中，貴院議員

室町公藤 伯 １３１４１；７１１噸齪 …子 一貴繊員 　　１１４ －　１７８

武者小路公共 子 １１ 　；２２ｉ　　 ■近衛篤麿　　Ｉ 公１貴院議員 ５９　１４１：６５ ；

鰯実郎
１０１ ｌ１：久撚畝；侯 …貴麟潰 泥１４４１峨

梅小路実行 子

鱗
ｇ　ｌ １ｌ１一五鱗功１子；貴纐 　　１　　　　－

１４１８１

梅渓通善 子
１０ｉ
　Ｉ ；一姉雌公政：伯 ト籍記官

１３
’３０１３６　　１　　　１

夏辻彦六郎 子 陸軍士官 １・１；１１鵜翔奮；伯１麟 １６

墓松良光 子 隆軍少性 １１ｊ　ｌ１ｌｌ一曜鰍：子１　　　 １５；鯛：

一山本蛾

！１・１剛 距ド 山科言緩
ｌ１

ｌ　ｌｌ１干「７１７８；１藪篤麿

い１；１・１
、卿 、藤谷為寛

１１ｌ

（７２７）



２６ 立命館経済学（第３４巻 ・第６号）

所得税
…（円）

’

氏名 爵 職業　　録券高
　　　　（千円） ｉＭ ・３０ Ｍ．４３

油小路隆成 子 侍従　　 １１１Ｉ１１

三条公美 公 臓鰻　１ポ ６１１ １

西圓寺公成 侯 第→貯鰯１２４１９７２
１０１

鰍
侯 貴麟員　　ぺ

４１ １９２

桜井義功 子

鰯；÷、沢宣量 伯

搬
侯 臓瀕　　り

棚・路蹴ｉ子 興福寺　　１１１１７
ｌ

棚・路唄１ 子 興福寺 　１・１・１

清岡長言　１ 子’ 殿掌　　　　　　９　　９ ７２

壬蟻義
．１伯 宮中，搬鯛

．１・１・１ ６４

＿　　　　　　１
室戸和光；子 臓神社 　．１・１・ ５６

水無鰍輔；子 水燃帽　１１６１

鰍谷鐵；伯
　　　　　　ｌ　　　　　１
中尉　　　１１６；２８

１１４

鰯擦慶１伯
　　　　，

Ｉ　ｌ　ｌ

芝山麹　１子 騨中尉 　１・ 「□
　　　　　１四条鰯　　 Ｉ侯

　　　　　　　　　．中将・貴院鯛　１２ｉ６１
３５

七鰭義　 子 １１ｌ

雛榊１子 侍従　　 １１；１ ５０

白川資訓 　１子 ｌ１１１９

広幡忠腱 餓瀕　；・１…鴉ｉ

広橋真光　　伯　　　　　ｉ 宮内管　‘ ぺ蘭
東圓墓愛　 １

子 侍従　　　１０１５７ １６１

東久遺遍繕
ｉ
伯 枢密院　１ ぺ１３１

東坊城億長 子
　　■１１１１５

目野資秀 伯 ぺ刀
日野西光書 子 臓獺　　　１３！９

　　　　　　　　１

８９

平松時厚 子 臓頒　　 １１１８ ８９

氏名

樋口誠康

静閑寺経房

綾小路有良

爵

子

伯

子

職業

陸軍大尉，貴院

幣滞
１３　　　　　９４

１０　　９　９７

１３　　１８

（注）　 『華族名鑑』各年および 『日本紳士録』

　　より作成。職業は明治３０年度のもの 。

（７２８）



目本資本主義形成期の華族の財産所有状況（後藤）

表１２－２　〔諸侯の部〕旧大名の納税状況

２７

氏名 爵
所得税（円） 所得税（円）

職業 録券高
千円 Ｍ．３０

．氏名 爵 一職業
Ｍ． ４３

録券高
千円 Ｍ３０１Ｍ４３

池田仲博 侯 貴院薮員，館
４３０ １３７９ １６１２ 緬川利文 子 ４５

池田章政 侯 富申，貴院議員 側
６４１６ ９４８ 細川立輿 子

燃
４５

池田政礼 子 １９

　ｉ３７１

紬川興貫 子 １４ 剛
池田伸餓 子 ３５

　］５７１

堀親篤 子
一３０

　’２４５１１３９

池田憶定 子 ２３
１ｌｌ

堀田正倫 伯 １７１

，

池田政保 子 ３１ ｌｌ　ｌ 堀田正蟹 子

搬
１７ ５６１１４８

，

池田徽　ｊ男
　　　Ｉ

１２ｉ８；　 ｌ１堀田正路
子 館

２０

井伊直意　　 ３１５；３１０９１鎚ｉ Ｉ倶科盛之助 子 ２７ ４４ ｌ１町

糊直安 　１子 一餓獺
１７

｝
１８１ 北条氏恭 子 ２４

９９１

』

１９９

市橋虎雄　１子 グ却 ヨ本多慶穫 子 ５６
ｌ１ｌ

井皿義 　１子 雌
７７１
　．

　ｉ　　　　ｌユ０８１２３１ 本多忠敬 子ｉ 貴院 ・宮内省 ７２
　１２２１ｉ

１４２

丼上正己
　１子　　　　Ｉ

６　１ 本多正意 子■ ６８ ９１１５９

井上醐　 １３ １・；プ 本多実万 子 ３９
脆１

　　　　ｊ稲垣長敬 　ｉ子 ４７ ・・ｌ　ｌ 本多忠貫 子 ２４
３６，

’

稲駄祥 　；子

織
１７ 刈 ７８ 本多忠鵬 子 １３

板倉勝貞　 ’子

　　　■
武官 ２９ ７１

・鋤１ １本多忠伸 子’ 武官
　　　　１１１１

　；　４２

　　　　■板餓弘　 ’子
３５ 刈 ３５ 本多忠明 子 刎１　；

板倉勝達 　１子

燃
３３ 刈 ９２ 本荘宗義 子

鰯
６９１２３ ．３３２

板倉繍　；子 ３５ ２１１

，一本荘蕎巨
子， 愛国鋤予頭取

　　’ユ２１

ゐ：鎚
岩城隆長 子 １２４ 刈　　１ 一本堂親男 男… ６１１
　　　　■稲葉正印　１ 子 式部省　　　　３２ 刈４９９ ．徳川家達 公

搬
　　ｌ　　１５６４Ｉ１４１７；

稲顛通　；子 １００ 剛１０６２ 構川茂承 侯

搬
７脆 　４８５８１１６６８０

稲鉦善 　１子 館山神官
１４

　ｉ２６

１ 樹１陰親 ７８３

石川成秀：子 １・ Ｌ坐 」 勘１圏順 侯 式部官 １８６ １剛 。１６３８

酬重之
　１ 子； ２７ ２５ 徳川違孝 伯

搬
１２４ ２４３

洲

　　　　’伊東渤　　。 子’ ６５ ３７ 徳川違道 伯 ユ似 ３０８１

幽

伊東娘　１子 ２６ 徳川鴛守 伸
５８

　１９０１

生肇鋤恵
一

男 貴院籔員 １７ ３６ ２１１ 戸田氏共 自 織頭 鵬
１４５３ｉ７５１　１

六鰍鑑 ’子 ６０ ４９
’戸田忠友 子 ８１ １

贋須貨茂詔 １侯
文部大臣 ５０９ １５０７ ４９４９

Ｉ戸田忠義 ２１
８１Ｉ

西尾忠篇 子 ５５ ９７

戸田氏誰 子 １４

　’２０’

丹羽長燥　 』子
３２ ．５９ １９２

戸田慶泰 子 １２２
５１９；８２０　ｊ

丹羽氏厚　１
　　　’

子 １８

戸沢正巳 子 ７０ ，２５７；２００

細川餓　１
　　　Ｉ

侯

鰯
７８２

棚
１５６０４

廣堂高紹 伯 ・１・１１…１・１・

（７２９）



２８ 立命館経済学（第３４巻 ・第６号）

所得税（円） １所得税（円）

氏名 爵氏名 爵 職業　録券高
千円）Ｍ３０ Ｍ． ４３

！ 職業　録券高
　　　千円）

Ｍ．３０ Ｍ． ４３

虜堂高邦 子 ７８ １１６ １６０

醐
子 ２２ ３７

＾屠忠吹 子

撒
３６ ８０ 臓飯箏 子 ９１

井出利与 子 ９１ １３９ ３３０ 分部光鐵 子 ２９

土井利嗣 子 ４８ ２５０ ８５３ 亀井藪常 自 式部官 １２１ ５２０ ８１１

土井忠直 子
２７ ４５

鰍
子 蘭 ５８３ ５０９

土岐頼和 子 ６３ ７９

脇
子 １８ ６６

遺山友郷 子
１８ 加贋明実 子 ３７ ５９

東胤禄 子
１８ ３２

腕
子

脚
１９ １９７

大久保忠噸 子

撒
２６ ６０ ４６０　１ 片桐貞央 子 １９ ２０

大久保教正 子
１８ １９ 吉井信宝 子武官

１０ ２５１

犬給恒
２２ ８８

Ｉ 米倉昌蔵 子 武官 １２ ，１４２

撒
子 保母型油社長 ４４ ５６ ３６

燃
子 １２

大河内正敏 子 東大教授 ８９ ２８１ ８０４ 伊違宗映 侯

撒
１６５ １釧棚

榊
子 大鮒記官

１２９ ２５９ ７７５ 伊達宗基 自 １３４ ７２４

．醐

棚内正質 子 貴院む員，少佐 ２６ １６ 伊違宗定 子 ５０１１２５ 　３０２

榊
伯

撒
２７５ １１６４ １４９ 立花竈治 伯 １ポ １１釧舳

大田原一清 子

燃
９ ５０ 立花口思 子

１４‘ 剛

大岡忠明 子 １３ ２４ ６３ 田村丞顕 子
２４

　５４８１

２０３

大岡息口 子 鵡
３７ ４０ 田沼愈斉 子

１６

太田資美 子 ６５ １０６ ５８５ 高木正善 子

撒
２４ ３１ ３９７

榊
子 館

７２ ９３ ２３ 建部秀隆 子 ２３
３１

臭平昌恭 伯

徽
１５３ ３０４ ３８０ 谷蕎術 子

１４ ，

臭囲直元 子 ４５ ２０ 湖ま信広 子 １３ １

臭田直紹 子 １０ １６ 竹脇正己 男 ２８ １６ １

臭田直恭 子 館
３０ ４２ 宗重正 １伯 １２６ ２１３ ４７５

岡部長職 子

撒
１１０ ３６３ ５２６ 棺馬順胤 子

７６

搬
３１７７

小笠原長幹 伯 ２３７ １０８０

鮒 鰯
侯

撒
２４９

郷
小笠原長生 子 燭

８７ １３３ ２１６

鰍
子；

撒
１７ ７１

小笠原寿星 子
１６ ３２ 土屋正直 子 式部讐

９９ ２５０

醐
小鋤ト 子 ２０ 鋼島直大 子

撒
６０３

湖
１０９５７

小笠原長丞 子
１７ 脳直彬

撒
３３

帖田僑規 子 ２６ ５１ 概直虎 子

撒
８１

郷
７８

帖田秀実 子 ２３ ４２ １１９

狐直桑 子

撒
６３ ３１６ ２００

帖田信籔 子
１６ ５７

鯛
子 ５０ ８０ ８０１

帖囲長帷 子
１８ ２３ 中川久成 伯

撒
１４３ ９０ ８８

（７３０）



目本資本主義形成期の華族の財産所有状況（後藤） ２９

所得税（円〕

氏名 爵 職業 録券高
／，Ｍ ・３０１Ｍ ・４３！

氏名 爵 職業
！ １ 滞帯申山信実 男 １４

６１１

，松平墓則 伯｛ ２０３ ６１６ ３７

南部利恭１伯 ２３８１ ６３５；

　１
，；

胴纐　伯嘩瀕
３０２

醐
１６９４５

南部信万 鴉１ 四１　ｉ
子，貴臓員　，

１２０ ７０８ １６５４

轄陳１克 　１子 ３１５！１　１ １松平忠和 ’子１
１３９ ２７９ ３２９

永井甑　：子
６０１　　　　ｉ　　　　　１

　　　
６７

１　　 ， 松平思敬 子 忍， 鵡， 貴院 １５６ ２８

永井撒　ｉ子 貴麟１ 　ｌ　　ｌ　　　　　１４６

１鴉　７８１ Ｉ１松平繍
■　Ｉ

貴院鐘員 ７８ ２１２

醐
永井直厚

■

子 １ぺ　１ 松平直徳 子１ １麟員 １鑓 ２２５ ３２６

内鰯虐郎
ｉ

子 　　ｌ　　　１４４１１１８１ ３３３
一松平武修 子１ ６０

内鮪任 　１ 子 ぺ
　Ｉ１２２，

松平義生
子１ １ポ蘭１２３

内贋政共 子

燃
　　’２６１ 　一６１　１ 松平親信

　ｊ
子． 貴院籔員　　 ・・ 一卿１ｊ１％

内舵懇
　；

　　　ｉ
子

一　；　　１　　　１１・１ユ８，

　　ｉ ’松平定晴 子１ ７６１１か洲

内蘭搬　１子 ８， 　１
１　ｉ　　　ｌ 松平頼葵 子１ 　　　　　ｌ　　　ｌ　　１式部官　　　　，６０　；３１４コ四２０　’

　　　　，内藤麟　 ’子
　　一
７６；　　　 Ｉ 松平忠正

　Ｉ子　１ ；９１１理９；３
ポ

上杉搬　 ，伯 １ｌ１ｌ　ｌ１蝸１
’松平乗命

子１ ；・・１・・’鎚

　　　　’上杉腕　ｉ子 １ｌ１郷：　；１松平直平 伯ｉ貴院獺　 １ギ
６３１３５６

内田正明 　１男 １２

、一１１１す １９！７ ，　９３
　　　；

植１村家壺　 ，子

　　　■
４２；１ 子 ２３１　；

黒田長成　ｊ侯　　　　’

撒
５１０

’２５５９’
１７０９

松平頼安 子 東照宮司 ６！４１
Ｉ

　　　　’黒田長破　　子　　　　３ ６０；旬 一松平信興 子
７８■ 　１
　　　一

黒田和志 　！子

撒
２パ

４４！

ｌ　　ｌ

７８

松平忠聰 子

鰯
１９ ２８ ７８

久留島翻１子

綴
１９１２９
ｌ　　ｌ

７８

松平直設 子 貴院蜜員 １６ ３３ ７８

　　　　１久世広婁　　■ プ１０７；１９０ ．松平直静 子 １３ ２７ ６２

久鬼隆義 　１子 ５２１　；
　ｌ　　ｌ

松平信安 子 鱗
２１

燗齢；子 グ　１ 松平容大 子 中尉，貴陽鐵員 １８ ７６ １８２

朽欄貞
　ｉ子
蝸

３７Ｉ
　１５７　１

松井慶義 子 ８６ １２１ 刷

山内量景 侯

織
６６８ｉ 搬，１２７２３ 松清詮 伯 貴院，会社役員 １６５

山内豊誠 子

鰯
刎１到 ９４

松清靖 子 中厨 １５ ２５ 囲

柳沢光邦 子

鰯
１１１到 松前勝広 子 １０７ ７１

柳沢保恵 伯 餓
１・・１…；

前田利嗣 侯

鰯
１１９４ ６８７２ ５０７７

柳沢鶴忠 子 １１ 一；１４１ 前田利同 伯 式部官 １５７ ３１２ １３９

山口弘達 子

繍
１４

前田利圏 子 大学生，享典 ５３ ９２

山崎治籔 １４

前田利定 子

熾
１２ ２０ ７８

山名簑路 男 １１ 刈
繍

子 ４１

柳生俊郎 子 ２０

牧野貞寧 子

鰯
７６ ．１２１

松平贋壮 侯

撒
２８１ ７０８

牧野忠鴛 子

搬
似 ３３ １１３

松平直亮 伯 赤十字 ３１５ ７１６

鋤 牧野忠曳 子 １２ ２２

（７３１）



３０ 立命館経済学（第３４巻 ・第６号）

所得税（円）

氏名
所得税（円）

氏名 爵 職業 録券高 爵
Ｍ． ４３ 職業

千円 Ｍ．
３０

録券嵩
円） Ｍ３０ Ｍ． ４３

牧野弼成 子 ４６ ８７　Ｉ ３９４ 櫻井忠帆 子 ９０ １０９ ３６

牧野康強 ・子 ３４ ５０　Ｉ ４８

鱗
子

撒
６５ ２３４ ．卿

増｛正治 子 ２７ 剛 京極高徳 子

撒
１１２ ２３６ １６６９

蒔田広城 子 １５ 高極高典 子 貴院数貫，館
３２ １０２

搬
五島盛光 子 ２４ ３３ ２４ 京極高阪 子 １８

小出英延 子 ４０ ４６ｉ４８
京極高厚 子 １６ ４５ ３２３

浅野長勲 侯

織
６３５ ７７４１ ４８８８ 吉川経腱 子 １３８

竺」
男 木下俊哲 子 ３３

阿部正桓 伯 １７２ １１８８ ８９７０ 木下利玄 子 ４３

阿部正功 子 ２５ ８５ ９９８ 溝口直正 伯 １３８ ２５２ ９９４

阿部正恒 子 貴院籔員 １６ ２３ 水野忠敬 子
１６４ １１５ １８０

有馬頼万 伯 ３１５ １７６３ １５５５ 水野忠弘 子 副 ８７ －　３５
■

有馬頼之 子

織
１３ ２８ ７８ 水野直 子

織
１９

有馬晩文 子 待従 ４７ ９３ 水野、忠宝 子 １５ ２２１　協
１

鱗
子 １７ 水野忠幹 子 ５９

　一２１　，

安藤直行 男 貴院籔員 ５４ １１４ 三清基次 子 ３６

秋元興朝 子

鰯
１６８ ３６５ ２１６ 三宅慶寧 ２１

秋田映季 子 ３１ ５２ ２１ 島津忠義 公

燃
１３２３ ６５２５ ５７９２

秋月桓英 子 ９１ 島淳、忠寛 伯 ２０４

青山幸宜 子

徽
５４ １０７ ３０７ 新庄直陳 子

燃
１８ ３５

青山忠允 子 ９３ ３２９

尚　泰 侯

鰯
１７３７

承
子 ２２ １７ 久松定護 伯 館

３００ １６７７

螂

青木信光 子

燃
１８ ２２ ７８ 久松定弘 子

織
７３ １３７

足利於鬼丸 子 ９ １７ 久松勝規 子 １０

佐竹義生 侯

鰯
１７９ ９３６ １６９ １土方雄志 子 ２０

佐竹義理 子 社長 ２４ ４ 平野長祥 勇

撒
１１ ４７ ７８

酒丼忠喫 伯 ２３４ １００７ ４９７ 一柳未徳 子

搬
１９ １８

酒丼息蟻 伯 １２６ １８ 一柳紹念 子 １８

酒井忠道 伯 １４４ １６５３

醐 毛利元昭 公

搬
１１０７ ５５５２

酒井忠亮 子 貴院載員，館
１５ １９ ７８ 毛利元雄 子 ２１７

酒井忠匡 子 ２７ ４０ ３７９ 毛利元秀 子 １以

酒丼忠勇 子 除族 １７ １７ 毛利高範 子 ３７

酒井忠一 子 ２５ ６５ ・１８２

森長祥 子 ３１ ８１ ６２

真田幸民 伯 １８１ ３９２ ３３２ 萩、患恕 子 ３８ ８ ５３

榊原政破 子 １２２ 〃３ １３９ 劇１１恒 子 １６ ３３ ７９

（７３２）



日本資本主義形成期の華族の財産所有状況（後藤） ３１

氏名爵職業録券高所得税（円）
名畠
職業録券高所得税（円）

　　　　　　　　　 （千円）・・・・・… 　　　１財 　　 （千円）・１。。；。
．。。

仙碗子 　　　鎚１湿醐 ．毛利元忠子館纐　　劉 　ｉ
関博直　　子貴院籔員

諏訪忠餓　　子宮司

２２　　７　　８３　　大久保思一　；子

４９　　７８　　２１

　　　　　　　出輿上掲書

８１ …２４１１脇

多額の納税者となっている。例えぱ，一条実輝，徳大寺実則，鷹司澱通，中山

孝康・久世通章，柳原義光，藤波言忠などがそうであり ，また官職を得た公卿

の納税額もいちぢるしく高額にな っている。錦小路頼孝，坊域俊章，徳大寺実
則， 千種有秀，正親町実正，河鰭実文，高松公秋，高野宗順，高辻修長，堤功

長， 土御門晴栄，中山孝康，裏松良光，船橋遂賢，久我通久，嵯峨公勝，清水

谷実英，慈光寺恭伸，東園基愛，目野資謙，目野西光善，樋口誠康，静閑寺経

房たどがそうである 。

　こうして，もともと高額所得者と官職をえた公卿が高額納税者として現われ ，

低額所得者のなかで官職を得なかった人々は時代の進展とともにますます窮迫

していったと考えることができるであろう 。

　（口）大名の場合　　大名の場合には全体として公卿よりも多額納税者が多い
。

そしてここでも１８９７年の多額納税者は１９０９年でも多額納税者とな っているもの

が多い。池田仲博，池田章政，稲葉順通，蜂須賀茂詔，細川護成，徳川茂承 ，

小笠原長幹，伊達宗陳，立花寛治，相馬順胤，鍋島直大，上杉茂憲，黒田長成 ，

山内豊景，松平頼聡，松平康民，松平頼英，前田利嗣，浅野長勲，有馬頼万 ，

島津忠義，久松定謹らがその典型である。これらの旧大名層は大大名であり ，

それだげに秩禄公債や第十五国立銀行の所有株数が多かったばかりでなく ，政

府の高官としての座を占めていた。そうしたことが，これらの人々の高額所得

の源泉となっていたのである 。１８９７年でみれぼ，地租納入額まで合算すれぱ ，
１， ＯＯＯ円以上の納税者は全国で２８８人（５９２，６２５円）であるが，そのうちの旧華

族が４２人であり ，その全納税額は１３７，４４０円（２３．２％）に上っていた。所得税

だげをとっ てみると ，９００円以上の納入者１５０名（納税額３１８，５７３円）のうち華族

が４０名であり ，その納税額１４１，８０２円は４４．５労強に上っていることがわかる 。

　　　　　　　　　　　　　　　　（７３３）



３２　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第３４巻 ・第６号）

この４０～４２名は第１１表からも知られるように，旧大大名層であった 。

　旧大名層の場合に公卿とくらべて大きなちがいは，１８９７年から１９０９年にかげ

て所得税が多くなっている人々が多数みうげられることである。第１１表でもみ

られるように，１００円以上の納入者が９５人から１０１人にふえており ，とくに稲葉

正邦（２０円→４９９円），生駒親忠三（３６円→２１１円），丹羽長保（５０円→１９２円），堀田正

養（５６円→１４８円），北条氏恭（９９円→１９９円），保科盛之助（４４円→１９９円），本荘宗

義（２３円→３３２円），戸田忠孝（３３円→３７４円），大久保忠順（６０円→４６０円），織田秀

実（４２円→１１９円），田村正顕（４８円→２０３円），高木正善（３１円→３７７円），成瀬正肥

（８０円→８０１円），柳沢徳忠（２３円→１４１円），松平直平（６３円→３５６円），松平容大（７６

円→１８２円），牧野忠篤（３３円→１１３円），阿部正功（８５円→９９８円），酒井忠匡（４０円

→３７９円），酒井忠　（６５円→１８２円），京極高厚（４５円→３２３円）といった人々の場

合に急増している。これは主として新たに官職を得たことに起因しているとみ

てよい 。

３　上層華族の財産所有状況

　これまで華族全体の所得状況や世襲財産の設定の動向をみてきたが，目本資

本主義の形成 ・発展にたいして華族層の役割を明らかにするために，とくに大

きな地位を占めたと思われる上層華族の財産所有の状態を立ち入って検討して

みよう 。その点を整理したのが第１３表である 。

　まず則こつくことは１８８７年（明治２０）の２万円以上の高額所得者１０４名のうち

８９名 ＝８５．６劣が旧華族層であったことである。そして１８９７年においても１，０００

円以上の高額所得税納入者が１７０名存在するが，そのなかで３１名が華族であ っ

た。 もっとも，これらの華族の中では岩倉具定をのぞけば，すべて旧大大名で

あっ た。 これらの上層華族は，まえにもいったように，１９０９年においても高額

納税者として名をつらねている。その場合，目本資本主義の発展にともなって

平民層が圧倒的に多くなり ，華族層の占める比重が低下していったことは第１１

　　　　　　　　　　　　　　　　　（７３４）
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表が示している通りである 。

　ところで，上層華族の場合に注目すべきことは，１８９９年（明治３２）には後掲

の第１５表から知られるように，第十五国立銀行の大株主であるはかりでたく ，

巨大企業の大株主とたっていることである。阿部正恒の１９６株を別とすれぱ

１， ＯＯＯ株以上を所有し，とくに島津の５５，４４２株を筆頭に２万株以上所有者が８

家， １万株以上が１０家，５千株以上が１４家にも上っている。このことは目本資

本主義の形成 ・発展のうえで華族が重要な役割を果したことを物語るものとい

ってよい。その投資企業は，銀行 ・鉄道 ・商船 ・造船に集中しているとはいえ ，

これらの産業領域は当時のいわば戦略産業部門にほかならなかった。その意味

では，上層華族層は戦略産業部門の有力な担い手としての役割を果していたと

いうことができる 。

　上層華族は，たんに大株主として現われたはかりではたい。１９０９年の世襲財

産から知られるように大土地所有者としても登場している。蜂須賀家の２，７５７

町歩の所有を筆頭にして，１００町歩以上所有者が第１３表でみるかぎりでは１４家 ，

１０町歩以上が！４家ある。しかし，第１３表に登載しなかった　　というのは持株

数の企業名が判然としないため　　人々の場合でも，第１４表によっ て知られる

ように，１０町歩以上所有者が２７家あり ，その中で５０町歩以上～１００町歩未満が

６家，１００町歩以上が５家もあり ，なかでも松平忠和が１，７３９町歩，青山忠允

が約４２４町歩，相馬順胤が２３３町歩余という巨大土地所有者である。しかも ，

彼らの場合でも第６表からわかるように，第十五国立銀行の大株主であるぱか

りでなく ，おそらくは他の銀行や会杜の株を所有していたと思われる。ただ ，

その個別企業名が判然としないため，その所有の具体的状況を検出することが

できなかった。このことについては，今後改めてその状況を明らかにすること

にしたい 。

（７３５）
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４　結びにかえて

　以上に述べたところから明らかたように，華族は単に政治的支配階級の一翼

を彩成していたぽかりではたく ，経済的な支配階級の補完部隊であるどころか ，

目本資本主義の移成 ・発展過程できわめて重要な位置と役割を占めていた。こ

のことは，目本の支配階級の複雑た存在彬態を物語っているものということが

できるであろう 。

　階級構成表は，所詮は諸階級の単純な量的表現形態であり ，したがってそれ

は量的な時系列変化を総体として特徴づげるにしかすぎない。だから，ある階

級構成表からは諸階級の具体的な存在形態のすべてをよみとることはできたい 。

諸階級の複雑た構成とその変化を明らかにするためには，そこに配置されたあ

る階級がどのようた具体的な存在を示しているかをとらえ，それによっ て補完

されなげれぱならない。本稿はその一部分を明らかにしようとしたものである 。

本稿が今後におげる階級構成表の作成と階級の諸状態を解明するうえでの一石

にでもなれほ望外の幸である 。

　（あとがき）本稿の資料の整理については，本誌編集事務に直接たづさわってこら

れた光石由紀子さんに多大の御世話にな った。これ以外にも，連載している目本資本

主義確立期の資本家名簿でも校正その他の面で大変な御迷惑をかげてきた。ここに深

謝の意を表するものである 。

　たお，本稿は１９８５年度文部省科学研究費「目本資本主義確立期の株主名簿」の一部

をたすものである 。

（７４２）


